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人口と面積( 2 年. 1. 1)
世 帯242, 108
人 口642, 347 人
男326, 572 人
女315, 775 人

面 積53. 25km2
人口密度12, 063 人/ km2
《毎月5 日 、15日 、25日 発行)

ジャンボ水車や大型帆船
葛 西 用 水 親 水 水 路

快適空間を演出します
かつては、農業用水として重要な役割を果たし
てきた「葛西用水」。区では、急還な都市化の中で
排水路化していたこのFl a用水」を親水水路と
してまちづくりに生かしていこうと整備を進めて
います。昭和63年には第1期工事分、郷土博物館
前約300にが完成。今回環状了号線大谷田陸橋～東
和二丁目( 葛飾区境) の区間約700a が整備され、3
月に完成します。● 径6 なのビッグな水車や大
型帆船の遊具、めずらしい樹氷の形をした噴水な
ど数々のオブジェ(造形物) が足立の水路文化を華
麗に演出。今回、このユー- クな景観を見せる「葛
西 用 水 親 水 水 路 」 を ご 紹 介 し ま す 。

ゴ
ッ
ト
ン

ゴ
ッ
ト
ン

直
径
6
メートルの
水
車

今
回
完
成
す
る
第
2
期
工
事
分

の
目
玉
と
も
い
え
る
の
が
、
直
径
6

　
で
2

階
建
て
の
家
の
高
さ
ほ

ど
あ
る
巨
大
な
水
車
。
午
前
m一
時

か
ら
午
後
7
時
ま
で
電
動
で
ゆ
つ

く
り
回
っ
て
い
ま
す
。
東
和
二
丁

目
の
ア
モ
ー
ル
東
和
商
店
衝
に
も

近
く
、巨
大
水
車
の
出
現
は
完
成

前
か
ら
道
行
く
人
々
の
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。

ま
た
近
く
に
は

四
季
の
星
座
が
点

灯
す
る
ア
ー
チ
ゲ

ー
ト
や

高
さ
1
.
6

气

幅
4
.
8む
の
滝
、

め
ず
ら
し
い
樹
氷

の
形
を
し
た
噴
水

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
噴
水
、
夜

に
は
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
、
い
っ

そ
う
美
し
く
噴
き

上
が
り
ま
す
。

大きな水車。濳行く人々の目を引きます

四季の星座が点灯するアーチゲート

味
な
デ
ザ
イ
ン

〝
橋
〟
の

数

か

ず

「
葛
西
用
水
親
水
水
略
」
の
整

躪
で
見
逃
せ
な
い
の
が
変
化
に
富

ん
だ
個
性
的
な
桾
の
数
弋

な
か
で
も
、
和
風
木
橋
や
レ
ト

口
感
覚
い
っ
ぱ
い
の
レ
ン
ガ
僕
様

の
め
が
ね
橋
な
ど
、
水
路
を
散
策

す
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

今
後
、
水

路
に
沿
っ
て

サ
ク
ラ
や
ケ

ヤ
キ
、
ナ
ナ

カ
マ
ド
、
モ
ミ
ジ
な
ど
四
季
折
々

の
変
化
が
楽
し
め
る
樹
木
も
噴
え

ら
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
橋
と
と
も
に

水
路
を
飾
り
ま
す
。 シ

ッ
ク
な
た
た
ず
ま
い
の
め

が
ね
橋
圉
と
、
和
風
の
木
橋

お
も
か
じ

面
舵
い
っ
ぱ
い

全
長
1
0メートルの
大
型
帆
船

環
状
7
号
線
大
谷
田
陸
橋
の
た

も
と
付
近
に
は
、
全
長
汚
气
高

さ
6
む
の
大
き
な
帆
船
を
か
た
ど

っ
た
遊
貝
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

マ
ス
ト
に
登
っ
た
り
、
舵
を
操

作
し
た
り
、
イ
カ
リ
な
ど
も
付
い

て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
船
乗
り

気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

葛
西
用
水
に
出
現
し
た
夢
あ
ふ

れ
る
こ
の
帆
船
、
す
で
に
近
所
の

子
供
た
ち
が
楽
し
く
遊
ぶ
人
気
の

遊
具
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ト
に
登
っ
た
り
、
舵
を
操
作
し
た
り

子
供
た
ち
に
人
気
の
大
き
な
帆
船

平
成
4
年
3
月
に

全
水
路
の
整
備
完
了

葛
西
用
水
は
埼
玉
県
羽
生
市
か

ら
葛
飾
区
ま
で
延
畏
約
7
0冫
な
の

水
路
。
区
内
は
、
東
部
地
域
を
埼

玉
県
境
か
ら
葛
飾
区
境
に
向
け
て

南
北
に
約
3
.
5冫
む
が
流
れ
て
い
ま

す
。昭

和
6
2年
か
ら
親
水
水
路
工
事

に
入
っ
た「
葛
西
用
水
親
水
計
画
」

も
今
回
の
2

期
工
事
分
と
一
昨
年

の
第
1
期
工
事
分
と
合
わ
せ
て
約

1
?
　
の
整
備
が
完
了
。
今
後
、

残
り
2
.
5冫
む
分
の
整
備
を
進
め
、

平
成
4
年
3
月
末
ま
で
に
全
水
路

の
整
傭
が
完
了
し
ま
す
。

水
と
生
物
に
親
し
め
る
上
『

水
と
歴
史
の
ふ
れ
あ
い
の
中
流
、

水
と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
下
流
、
と

汞

と
緑
の
ま
ち
足
立
"
を
象
徴

す
る
魅
力
い
っ
ぱ

い
の
「
葛
西
用
水

親
水
水
路
」。

ぜ
ひ
一
度
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

交
通
J
R

亀
有

駅
北
口
下
車
、

徒
歩
約
5
分

問
合
せ
先

東
部

工
事
事
務
所
　

　
6
0
2
8
8
3
3

東京武道祭
2 月10日から 東京武道館
オープニングイベント開催

い
よ
い
よ
2
月
1
0日
、
綾
瀬

三
丁
目
に
都
立「
東
京
武
道
館
」

が
オ
ー
ブ
ン
。

こ
の
開
館
を
記
念
し
て
2
月
1
0

日
か
ら
「
東
京
武
道
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
柔
道
、
剣
道

を
は
じ
め
と
し
た
武
道
の
演
武

や
『
東
京
武
道
選
抜
大
き

「
全

S
高
等
学
校
選
抜
柔
道
大
き

な
ど
の
武
道
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
お
囃
子
な
ど
区
内

の
郷
土
芸
能
も
参
加
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

▽
関
館
記
念
式
典
2

月
1
0
　

日

、
午
唆
1
2時
5
0分

▽
東
京
武
道
祭
2

月
m
一

日
、
午
後
2
時
(
柔
道
の
山

下
泰
裕
さ
ん
、
斉
藤
仁
さ
ん

や
北
京
市
の
柔
道
選
手
な
ど

が
参
加
)

▽
東
京
武
遭
選
抜
大
会
(
い

ず
れ
も
2
月
)
H

日
・
:銃

剣
道
、1
2日
…
柔
道
、
1
7日

・・・
空
手
道
、
1
8日
…
な
ぎ
な

た
・
弓
道
、
2
5日
・
=剣
道
　

※
旧
日
と
2
5日
に
耻
立
区
の

啀
土
三
能
を
飛
露
し
ま
す
　

▽
全
国
高
校
選
抜
柔
道
大
会

3
月
1
9・
2
0日

交
通

地
下
鉄
千
代
田
線
綾
瀬

駅
下
車
、
徒
歩
5
分

問
合
せ
先

東
京
武
道
館

5
6
9
7
-
2
1
1
1

賦 合や演武 が武道祭を 盛り上げ ます

好評! 話題満載
グラフあ だちNo. 21

ま
ち
の
話
題
や
区
の
施
策

を
豊
富
な
写
真
で
紹
介
す
る

「
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
」
の
最
新

号
(
k
2
1
)
が
完
成
。
2
月
8

日
ご
ろ
か
ら
各
町
会
・
自

治
会
に
配
布
し
、
回
覧
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
各
区

民
事
務
所
、
本

庁
舎
・
中
央
本

町
庁
舎
情
報
公

聞
課
、
本
庁
舎

・
広
報
課
で
も

無
料
配
布
し
ま

す
。今

回
の
巻
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
昨
年
秋
に

紫
綬
褒
章
を
受

章
し
た
漫
才
師
内
海
桂
子
さ

ん
(
西
保
木
間
三
丁
目
在

庄
)
。足
立
区
で
の
思
い
出
話

や
芸
能
生
活
5
0
年
の
苦
労
話

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た

。

ま
た
、
特
集
で
は
「
江
戸

の
あ
だ
ち
雲
の
上
下
」
と
題

し
、
江
戸
時
代
を
特
集
。
足

立
に
鷹
狩
り
に
訪
れ
た
将
軍

の
話
や
葛
飾
北
斎
、
伊
豆
長

八
、小
林
一
茶
な
ど
足
立
に

足
跡
を
残
し
た

文
人
墨
客
の
姿

を
多
く
の

㎡

り
部
″
を
通
し

て
探
り
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
、

話
題
の
人
物
を

紹
介
す
る
「
う

わ
さ
の
W
H
O
S
W
H
O

」、

今
月
綾
瀬
に
オ

ー
プ
ン
す
る
都

立
東
京
武
道
館
の
特
集
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
客
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
報

課

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

ペ ンションの割引券プレゼント

あいネット21
加入者募集キャンペーン

区
で
は
、
電
話
回
線
を
利
用
し

た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
あ
い
ネ

ッ
ト
2
1
」
で

「
区
の
お
知
ら
せ

」

「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空
き
状
況
」

「
株
価
情
報
」
な
ど
フ
レ
ッ
シ
ュ

情
報
を
発
信
中
。

い
ま
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
の
端

末
機
設
置
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。今

回
、
こ
の
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て

、
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
Q
割

引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
2
月
中
旬
か
ら
本
庁
舎

・
広
報
課
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

ス
ポ
ー
ツ
公
社
施
設
、
区
内
信
用

金
崖
等
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。な
お
、「
あ
い
ネ
ッ
ト
迎

へ

の
申
込
方
法
や
設
置
工
事
費
用
な

ど
く
わ
し
く
は
、
広
報
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
a
　

報
課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

新
鮮
な
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
住
む
足
立
区
を
よ

り
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
く

た
め
に
、
区
政
に
対
す
る
ご
意

見
や
日
ご
ろ
慝
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
要
領
で
、
区
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
連
絡
会

議
の
出
席
(
平
日
、
年
3
回

程
度
)

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
(
年
3
回
程
度
)

▽

区
政
全
般
に
つ
い
て
の
憤

報
、
意
見
、
要
望
等
の
随
時

提
出

▽
そ
の
ほ
か
広
聴
業

務
へ
の
協
力

募
集
人
員
5
0
人

任
期
4
月
～
3
年
3
月

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
方

▽
満
2
0歳
以
上

▽
足
立
区

に
引
き
続
き
6
ヵ
月
以
上
居

住
し
て
い
る

▽
都
内
市
区

町
村
の
職
員
で
な
い

謝
礼

▽
会
議
出
席・・
i
回
3
　

千
円

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

・・
i
回
千
5
0
0
円

応
募
方
法
2

月
9
日
ま
で
に

電
話
で
応
募
用
紙
を
請
求

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
聴
係

　
鯤
1
1
1
1
㈹
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あいあい公社
「あったかサービス」

協力会員募集中

区
で
は

、
足
立
あ
い
あ
い
公
社

の
「
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス

」(援
助

協
力
員
事
業
)
の
4

月
ス
タ
ー
ト

に
向
け

、
モ
デ
ル
地
区
の
協
力
会

員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
1
7
0人
を
超
え
る
方
々
の
に
募
が

あ
り
ま
し
た
。
協
力
会
員
は
、
現

在
も
引
き
続
き
募
集
中
で
す
。　

こ
の
事
業
を
よ
り
良
い
も
の
と

す
る
た
め
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

区
の
主
な
施
設
の
窓
口
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

S
業
の
内
容

右
下
表
の
と
お
り

対
象

モ
デ
ル
地
区
内
に
在
住
の

1
8歳
以
上
の
健
康
な
方

モ
デ
ル
地
区

右
上
図
の
と
お
り

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
高

齡
化
社
会
対
策
室8

8
2
1
1
1
1㈹

援助協力員事業の内容 一利用料( 謝礼)

モデル地区
( ぽ黔 螽? 譖?Uj 線・都県゙‘ )

あ なたに届け ます。 私の 「あ った か

減
ら
そ
う
交
通
事
故

昨
年
は
全
国
で
死
亡

者
1
万
1
千
8
6人

昨
年
は
、
全
国
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
亡
者
が
急
増
し
、
昭

和
4
9年
以
来
1
5年
ぶ
り
に
。1万
1

千
人
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
区
内
の
交
通
事
故
死
亡
者

も
昨
年
よ
り
I
人
増
の
2
3人
を

記
録
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
、
一
瞬
に
し
て

家
庭
を
不
幸
の
ど
ん
底
に
落
と

し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
年
は
こ

う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故
を
1

件
で
も
な
く
す
よ
う
、
一
人
ひ

と
り
が
交
通
安
全
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

八
地
域
振
興
課

交
通
安
全
担
当
▽

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
は
、2
3区
で

共
同
運
営
す
る
共
済
制
度
で

す
。こ
の
制
度
は
、
年
齢
制
限

が
な
く
、
い
つ
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

加
入
で
き
る
方
2
3
区
内
に
住

所
の
あ
る
方
(
外
国
人
も
加

入
で
き
ま
す
)

料
金
1

年
間
1
口
沺
円
〒

人
2
口
ま
で
加
入
可
)

対
象
と
な
る
事
故

自
動
車
、

自
転
車
、
蘿
車
、
航
空
機
、

船
舶
な
ど
の
交
通
機
関
に
よ

る
人
身
事
故
(
外
国
で
の
事

故
を
含
む
)

見
舞
金
1
口
あ
た
り
1
万
円
　
～

1
5
0
万
円
(
ヶ
ガ
の
程
度
に

応
じ
て
)

申
込
先

区
内
の
銀
行
、
信
用

金
廱
、
信
用
組
合
、
区
役
所

本
庁
舎
・
特
別
区
交
通
災
害

共
済
担
当
(
郵
送
は
不
可
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
特
別
区

交
通
災
害
共
済
担
当

8
8
2
1
1
1
1
㈹

政
治
家
の
寄
付
は

罰
則
で
禁
止
に

公
職
選
挙
法
の
改
正

政
治
に
は
と
か
く
金
が
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

正
は
、
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
と

正
し
く
、
き
れ
い
な
選
挙
を
行
う

た
め
、公
職
の
候
補
者
等
(
公
職
に

あ
る
者
を
含
む
)
が
行
う
寄
付
の

禁
止
に
つ
い
て
、
罰
則
を
も
っ
て

強
化
す
る
も
の
で
す
。
改
正
の
ポ

イ
ン
ト
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

入
選
挙
管
理
委
員
会
V

公 職 選 挙 法 改 正 の ポ イ ン ト

O施 行 日 平成2 年2 月1 日
O寄 付…… 金銭、物品その他の財産上の利益の供与等( 花軸、供花、香典、祝儀等を含む)
O候 補 者 等… …公職の候補者、公職の候裲者となろうとする者、公職にある者
O公民権停止…… 上記の罰則が科せられた者は叙判所が特別の判断をしない限り5 年間は公民権が停止される

21世紀に〝緑〟求めて
記念植樹参加者を募集

緑
の
も
つ
良
さ
や
、
そ
の
大
切

さ
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

、5
月
1
3

日
(
日
)

に

£

だ
ち
グ
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
狎

を
元
淵

江
公
園
で
開
催
し
ま
す

。

当
日
会
場
で

、
今
年
い
ろ
い
ろ

な
記
念
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
々

に

、
記
念
植
樹
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

2
1世
紀
に
殘
す
J
7

を
自
ら

の
手
で
植
樹
し
、
緑
の
ま
ち
づ
く

り
の
一
翼
を
担
つ
て
み
ま
せ
ん

か
。

植
樹
日
5

月
1
3日
(
日
)

場
所

元
淵
江
公
園

対
象
者

▽
今
年
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
に
入
学
す
る
方

▽
成
人
式
を
迎
え
た
方

▽
今
年
中
に
結
婚
す
る
方

▽
今
年
中
に
銀
婚
式
を
迎
え
る

方
▽
5
月
1
3日
が
誕
生
日
の
方

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
何
の

記
念
日
に
該
当
す
る
か
を
明
記

申
込
期
限
3

月
3
1日
消
印
有
効

※
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
と
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑

化
係
(
〒
圀
千
住
―
-
4
-
1
8
　
　

　
m一
1
1
1
1
㈹
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
3
)

国
の
機
関
で
の
差
別
事
件
は

軍
隊
の
ほ
か
に
裁
判
所
で
も
起

き
ま
し
た
。

昭
和
7
年
末
。香
川
県
の
同

和
地
区
の
青
年
が
、
地
区
外
の

女
性
と
知
り
合
い
、結
婚
の
約

束
を
し
て
一
緒
に
住
み
始
め
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
、そ
の
女
性

の
父
親
は
、
青
年
が
同
和
地
区

出
身
で
あ
る
こ
と
を
知
り
「
だ

ま
さ
れ
て
誘
か
い
さ
れ
た
」と

高
松
警
桑
署
に
訴
え
た
の
で

す
。

高
松
地
方
裁
判
所
は
「
部
落

民
が
、
結
婚
に
際
し
て
自
分
の

身
分
を
相
手
に
知
ら
さ
ず
結
婚

す
る
の
は
、
犯
罪
で
あ
る
」
と

し
て
有
罪
の
判
決
を
下
し
ま
し

た
。法

制
上
は
す
で
に
廃
止
さ
れ

て
い
る
封
建
的
身
分
制
度
を
、

こ
の
判
決
で
は
認
め
、
青
年
の

人
権
を
踏
み
に
じ
っ
た
悪
質
な

裁
判
と
し
て

、
全
国
の
同
和
地

区
の
人
び
と
を
憤
激
さ
せ
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
全
国
水
平
杠
は

差
別
裁
判
取
消
し
を
求
め
て

、

九
州
か
ら
東
京
に
向
け
て
大
請

願
行
進
を
行
い
。
全
国
的
な
邏

勳
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で

す
。そ
し
て
5
万
人
の
署
名
を

集
め
、司
法
省
、
検
事
局
な
ど

に
激
し
く
抗
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
青
年
は
仮
釈
放

さ
れ
、
裁
判
官
や
検
事
た
ち
に

は
退
職
や
転
任
な
ど
の
処
置
が

と
ら
れ
、水
平
社
側
の
全
面
的

勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
数
々
の
成
果
を
あ

げ
た
水
平
社
の
活
動
は
、
昭
和
1
5

年
、
第
1
6回
大
会
を
最
後
に

終
わ
り
を
告
げ
、
戦
時
中
は
中

断
し
ま
し
た
。

O
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、本
庁
舎
・
同
和
対
策

担
当
へ
。

く
ら
し
の
情

報

こ
ど
も

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
の

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
や
高

等
専
門
学
校
等
の
入
学
金
に
お

困
り
の
方
に
、
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
し
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
・

高
等
専
門
学
校
、
文
部
大
臣

指
定
の
専
修
学
校
(
高
等
課

程
)

進
学
予
定
者
と
同
居
し

て
い
る
保
護
者

▽
区
内
に

引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
庄
民
税
を
滞
納

し
て
い
な
い

▽
昭
和
6
3年

中
の
収
入
が
限
度
額
以
下

(
給
与
所
得
者
・
:給
与
の
支

払
総
額
7
0
0万
円
以
下
、
事
業

所
得
者
…
総
所
得
等
5
2
0万
円

以
下
)

融
資
額
1
0

万
円
1
5
0
万
円

(
1
万
円
単
位
)

利
串

年
4
・
5
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

(
保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

▽
区
内
中
学
校
在

学
者
…
各
中
学
校

▽
そ
の

他
の
方
は
振
興
係

申
込
期
限
2

月
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

学
務
第
二
課
振
興
係

8
8
2
-
1
1
1
㈹

保
育
園
児
募
集

両
親
が
勳
い
て
い
た
り
、
病

気
な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で
乳

幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い
方
の

た
め
、福
祉
事
務
所
で
は
随
時
、

保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
管
轄
の
福
祉

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。福

祉

内
部
障
害
者
に
も

J
R
運
賃
等
の
割
引

内
部
障
害
で
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

も
、2
月
か
ら
J
R

お
よ
び
航

空
運
賃
等
の
創
引
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
▽
第
一
種
身
体
障
害
者
　
　

(
介
護
者
も
割
引
)
・
・
・
心
臓
　

・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
小
腸
　

概
能
障
害
1
～
4
級
、お
よ
　

び
ぼ
う
こ
う
・
直
膕
機
能
陣
　

書
1
～
3
級
▽
第
二
種
身
　

体
障
害
者
(
本
人
の
み
割
引
)
　

…
ぽ
う
こ
う
・
直
腸
機
能
障

害
4
級

身
体
障
害
者
手
帳
に

「
第
一

種
」「
第
二
種
」
の
種
別
を
表
示

し
ま
す

。
該
当
の
方
は
、
管
轄

の
福
祉
事
務
所
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

▽
区
内
各
福
祉
亊

務
所
・・・右
表

▽
都
福
祉
畸

身
体
障
害
者
福
祉
課

　
2
1
2
　
5
1
1
1

㈹

特
別
障
害
者
手
当
等

(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、福
祉
手
当
(
経
過

措
置
分
)
受
給
者
の
方
へ
、今

月
1
3日
ご
ろ
、
届
け
出
の
預
金

口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま

す
。
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持

っ
て
金
融
槻
関
で
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

生
活環境

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

住
ん
で
い
る
方
は
、3
年
以
内

に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所

　
眼
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

8
8
0
5
2
0
8

お
知
ら
せ

申告はお早めに 3 月15日まで

l 翡
足立税務 署(干住旭剛- 21 　88H241)

西新井税務署(栗原3- 10- 16f 184(卜仰)

住民税 中央本町庁舎・課鰾
( 中央本剛 一17- l 　880- 5081)

競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
(
工
事
)

追
加
受
け
付
け

平
成
2
年
度
に
、
区
の
建
般

工
事
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は

、
申
請
し
て
く

だ
さ
い

。

受
付
期
間
2
月
7
日
～
1
4
日
　
　

(
土
曜
・
日
曜
日

、
祝
日
を

除
く
)

受
付
時
間
午
前
9
時
3
0
分
～
　

午
後
4
時
(
昼
食
時
間
を
除

く
)

受
付
場
所

本
庁
舎
4
階
入
札

室
申
請
用
紙

東
京
都
財

務
局
所
定

用
紙
(
財

団
法
人
東

京
都
弘
済

会
で
販

売
)

問
合
せ
先
　

本
庁
舎
・

契
約
第
一

係
8
8
2
1
1
　

1
1
㈹



1990 年( 平成2 年) 2 月5 日 あ だ ち 広 報 第852 号( 3)

〝
も
う
す
ぐ
一
年
生
〟

新
入
学
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
の
方
ヘ

就
学
届
の
提
出
を

4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に

新
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
霞

者
の
方
は
、
就
学
通
知
S
が
届
き

ま
し
た
ら
、
就
学
通
知
書
の
裏
面

の
「
就
学
届
」
を
入
学
す
る
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
新
入
学
用
の
就
学
通
知
S

は
、1
月
中
旬
に
保
護
者
あ
て

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

中
学
校
新
入
学
用
の
就
学
通
知
S

は
、1
月
下
旬
に
在
籍
小
学
校

か
ら
お
子
さ
ん
を
通
じ
て
お
渡
し

し
ま
し
た
。

な
お
、
区
立
小
・
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
で
、

ま
だ
、
入
学
申
舗
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
、
印
か
ん
と
お
子

さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明一
(
カ

ー
ド
)
を
持
参
し
、
学
事
第
一
係

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
一

係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

新しい仲間 を待 ってる よ

手当月額
・1 人目の児童( 特別児童扶饗手当は児童1 人につき)

児 ● 扶攬・・・2 人目I 5, 0C〕0円 、3 人目 以降は2, 000 円 加算
( 従来どおり)

改
定
差
額
を
支
給
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
法
等
の
改
正

で

、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
釐
手
当
が
平
成
元
年
4
月
分
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

。

こ
れ
に
伴
い
各
手
当
の
受
給
者

等
に
そ
の
差
額
を
支
払
い
ま
す

。

□
手
当
の
支
払
い
が
銀
行
振
り
込

み
の
方

平
成
元
年
4
月
か
ら
1
1月
分
の

差
額
が
2
月
下
旬
ご
ろ
に
、
指
定

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

□
手
当
の
支
払
い
が
郵
便
局
受
け

取
り
の
方

2
月
下
旬
か
ら
3
月
中
旬
ご
ろ

に
差
額
証
一

を
渡
し
ま
す
(
く
わ

し
く
は
、2
月
中
旬
以
降
に
送
る
*

お
知
ら
せ
谷

ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

手
当
差
額
等

上
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

みん なの健康 足 立 保 健 所 　855- 4151千 生 保 健 所
　888- 4277

江 北 保 健 相 談 所 　896- 40041
和 保 健 相 談 所 　606- 4171　
央 本町 保健 相岐所 　880- 5351

誕
生
日
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク

成
人
病
予
防
週
間

2月1日～
7 日

長
寿
国
日
本
。そ
の
半
面
、
心

臓
病
や
高
血
圧
に
よ
る
脳
卒
中
な

ど
の
成
人
病
が
、
死
亡
原
因
の
上

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
病
は
「
習
慣
病
」
と
も
い

わ
れ

、
そ
れ
ま
で
の
生
活
習
倹
、

特
に
食
生
活
が
そ
の
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。5
0
歳
ご
ろ
は

。

過
去
の
食
生
活
の
結
果
が
表
れ
る

時
、身
体
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。

中
高
年
の
皆
さ
ん
は
、
誕
生
日

を
機
会
に
、ご
自
分
の
生
活
習
慨
、

食
生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

1
日
3
0種
類
の
食
品
を
と
る
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
。減
塩
、そ
し

て

、
適
度
の
運
動
。
こ
れ
ら
を
単

な
る
知
識
だ
け
で
な
く

、
実
践
す

る
た
め
に

、
保
健
所
、
保
健
相
談

所
で
は
、
健
康
管
理
の
た
め
の
食

事
の
相
談
、
講
座
等
を
行
っ
て
い

ま
す

。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
成
人
病
早
期
発
見
の
た

め
に
各
種
検
診
も
吁
っ
て
い
ま

す

。収
人
訶
は
自
分
で
予
防
す
る
も

の

。予
防
の
主
役
は
あ
な
た
で
す

。

く
わ
し
く
は
、
各
保
健
所
・
保

健
相
談
所
ま
で
。

食生活を見直してみましょう

減塩の食事
1 日30 種類程の食品
で食事に変化をコ する

適度な
運動を

第
1
水
曜
日
は

ね
ん
き
ん
相
談

毎
月
第
1
水
曜
日
は
、「
年
金
相

談
の
弖

。区
で
は

、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
年
金
に
関
す
る
相
談
に

お
答
え
す
る
た
め
、
足
立
社
会
保

険
事
筋
所
の
年
金
専
門
官
と
共
同

し
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。ぜ

ひ

、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
2

月
7
日
(
水
)
、
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0分

堤
所

中
央
本
町
庁
舎
2

階
、
国

民
年
金
課
前
フ
ロ
ア

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
推
進
係

8
8
0
5
1
5
1

ひ
ろ
ば
※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
投
稿
規
程
一

サ
ー
ク
ル
情
報
、
催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的
の
も
の

、

会
費
が
月
額
3
千
鴎
円
を
超
え
る
も
の

、
投
稿
内
容
が
不
備

な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
着
順
/
1

団
体
―
事
巣
/
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/

原
稿
は
手
短
か
に
ま
と
め

、
住

所
、
氏
名

、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(

金
額
・
便
途
)
、

電
話
連
絡
先
を
明
記
し
て

、
郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連

絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
麦
任
は
負
い
ま
せ
ん
/

締
切
り

は

、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8
)

=
催
し
物
=

☆
デ
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
否
/
国

際
樊
術
展
」下
町
飃
2
月
1
4

日
、午
後
1
時
～
9
時
、1
5
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
9
時
/
町
屋

文
化
セ
ン
タ
ー
(
荒
川
区
荒
川
7
-
2
0
-

―
)
/

実
行
委
員
会

Ⅲ
6
4
2
2

☆
一
輪
車
競
技
会
3
月
1
8
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

/
梅
田
セ
ン
タ
ー
/
当
日
認
定
s

を
授
与
/
若
江

　
8
8
1
5
9

☆
第
1
1回
足
立
区
ミ
ニ
バ
ス
ヶ

。
ト
ボ
ー
ル
大
会
2

月
2
5

日

、
3
月
4
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
/
区
内
小
学
校
、
区
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
認
め
た
チ
ー

ム
(
2
4
チ
ー
ム
、
先
一

順
)
/
I

チ
ー
ム
2
千
円
/
区
バ
ス
ケ

ッ
ト
連
盟
(
阿
出
川
)

　
腦

=
募

集
=

☆
相
撲
連
盟
4

月
～
1
0
月
の

日
曜
日

、
午
後
1
時
I
3

時
/

北
千
住
公
園
内
相
撲
場
/

年
会

費
1
万
円
(

小
・
中
学
生
は
無

料
)
/

宝
田

　
8
8
8
4
3
4
9

☆
ジ
ャ
ズ
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

月

曜
ク
ラ
ス

、
木
曜
ク
ラ
ス

、
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
～
1
1
時
3
0分
/

太
陽
信
用
金
環
千
庄
支
店
/

入
会
金
2
千
円
、1
回
5
0
0円/

平
山

　
8
4
8
4
6
3
6

☆
三
味
繚
サ
ー
ク
ル
土
曜
日

(
月
3
回
)
、午
後
1
時
～
5
時

/
L
・
ソ
フ
ィ
ア
/
初
心
者
、

三
味
線
無
料
貸
出
/
月
額
3
千

回
円
/
杉
浦
　
8
5
0
4
0
2
7

☆
木
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
毎
週

木
曜
日
、
午
後
1
時
1
5
分
～
2

時
4
5
分
/
苛
年
セ
ン
タ
ー
/
中

高
年
者
歓
迎
/
入
会
金
千
円
、

月
額
千
迦
円
/
高
僑
　
膕
1

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
あ
ゆ
み

毎
週
木
曜
日
、午
後
7
時
～
9

時
/
千
住
地
区
内
/
全
く
初
め

て
の
方
で
4
0歳
～
6
0歳
位
の
方
/

月
額
2
千
円
/
荒
木

　
8
8
2
9
7
2
3
(

夜
間
)

☆
手
あ
み
サ
ー
ク
ル
(
一
実
会
)
　

第
2
・
4
木
腥
日
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分
/
竹
の
獵

セ
ン
タ
ー
/
月
額
千
5
0
0円/
林

8
9
9
9
9
0
6

☆
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル

火
曜
日
(

月
2
回
)
、
午
後
7
時
I
9

時
/

竹
ノ
塚
駅
前
集
会
所
/
入
会

金
3
千
円
、
月
額
3

千
円
/
菊

地

　
8
5
6
2
4
2
6

☆
生
花
サ
ー
ク
ル
(
柳
古
流
)

第
1
・
2
・
3
火
曜
日

、
午
前
1
0

時
～
正
午
/
東
和
セ
ン
タ
ー
/

月
額
2
千
6
0
0円(

花
代
含
ま

ず
)
/

矢
口

　
6
0
5
3
8
5
6

☆
和
裁
(
麻
の
菓
会
)

毎
週

水
曜
日
、
午
前
9
時
I
正
午
/

竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
3
千
3
0
0円/
久
古

井

昌
6
8
5
3

☆
和
裁
(
も
み
じ
会
)
毎
週

月
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/
竹
の
罹
セ
ン
タ
ー
/
入
会

金
2
千
円

、
月
額
3
千
円
/

瀬

川

　
M
0
7
7
6

☆
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週

月
曜
日

、
午
後
4
時
…
5
歳
以

上

▽
毎
週
木
躍
日

、
午
後
2

時
1
5分
・・・主
婦

、
幼
児
、
午
後
3

時
3
0分
・・・
小
学
生
以
上
/
月

曜
日
…
江
北
四
丁
目
団
地
み
ど

り
会
集
会
所
、
木
曜
日
…
保
筱

セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、

月
額
2
千
円
/
訓
釈

　
畷
9

☆
し
ん
ふ
じ
ん
ギ
タ
ー
教
室

月
曜
日
(
月
3
回
)
、
午
後
7
時
I
9

時
/
佐
野
セ
ン
タ
ー
/
フ

ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
、
サ
ン
バ
、
日

本
の
う
た
等
/
月
額
3
千
円
/

高
崎

昌
7
3
4
5

☆
着
付
教
室

毎
週
火
曜
日
、

午
後
7
時
3
0分
～
9
時
/
佐
野

セ
ン
タ
ー
/
ひ
と
り
で
普
ら
れ

る
よ
う
/
月
額
千
5
0
0円/

菊
地

6
2
9
4
3
6
5

掲示
板

□
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を
　

無
資
格
者
が
税
金
の
相
談
、

申
告
S
の
作
虞
、
税
務
の
代
理

を
す
る
こ
と
は
法
律
で
葉
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
的

知
識
の
欠
如
等
に
よ
り
不
測
の

損
害
を
被
る
ケ
ー
ス
が
目
だ
っ

て
い
ま
す
。

税
理
士
は
、
税
理
士
証
票
を

携
帯
し
、
税
理
士
バ
ッ
ジ
を
善

用
し
て
い
ま
す
。

A
東
京
税
理
士
会

足
立
支
都
V

□
お
使
い
に
な
り
ま
し
た
か
。

浄
化
柚
済
掃
作
業
経
S
軽
減

証

今
お
僅
い
の
浄
化
槽
に
、
都

は
清
掃
料
金
の
一
部
を
助
成
す

る
軽
減
証
を
発
行
し
て
い
ま
す

(た
だ
し
、2
3区
の
下
水
道
禾

普
及
地
域
に
限
る
)
。元
年
度
の

軽
減
証
(
ピ
ン
ク
色
)
の
有
効

期
限
は
3
月
3
1日
で
す
。

問
合
せ
先

都
済
掃
局
浄
化
施

設
課

　
2
1
2
5
1
1
1
㈹

□
今
月
は
固
定
責
産
税
・
都
市

計
画
税
第
4
期
の
納
期
で
す

元
年
4
月
に
お
送
り
し
た
納

付
S
で

、
最
寄
り
の
金
融
機
関

ま
た
は
都
税
事
務
所
に
月
末
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い

。

こ
の
税
金
は

、
個
人
事
業
税

と
と
も
に

、
便
利
な
口
座
振
替

が
利
用
で
き
ま
す

。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所

琵
2
1
1
1

□
足
立
北
郵
便
局
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
-
工
芸
盆
栽
-

日
時
2
月
1
5
日
～
3
月
2
2
日
　

の
毎
週
木
曜
日
(
全
6
回
)
　

午
前
1
0時
～
正
午

定
員
3
0

人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
材
料
費

3
千
円
程
度
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

一

話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
2

月
1
0日
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
北
郵
便
局
(
〒
1
2
1竹
の
塚

3
-
9
-
2
0

昌
1
0
3
　
1
)

□
放
送
大
学
平
成
2
年
度
第
1

期

生

募

集

募

集

人
員

▽

全

科
履

修

生
・
・・

7

千
人

▽
選

科
履

修

生

、

特

修
生
・
・
・
1
万

人

授

集
開

始
4

月
1

日

授

楽
の

放
送

▽
テ

レ

ビ
・
・・
U
　
H
F
1
6

チ

ャ
ン

ネ

ル

▽

ラ

ジ

オ
・
・・
F
M
7
7
に
・
I

メ

ガ

ヘ

ル

ツ

、
い

ず

れ

も

午

前
6

時

I

正

午

募

集

要

項

の

請

求

電

話

ま

た

は
(

ガ

キ
(

主

な
一

店

に

も

あ

り

ま

す
)

受

付

期

限
2

月
2
8
日

消

印

有

効

跚

求

・

問

合

せ

先

放

送

大

学

東

京

第
2

学

習

セ

ン

タ

ー

(
〒
1
1
2文

京

区

大

根
3
1
2
9
　
-
1

　

叩
0
2
1
1
)



1990 年( 平成2 年) 2 月5 日あ だ ち 広 報第852 号 ( 4)

あだちリバ ーウォッチング
参 加 者 募 集

水上バスによる河川めぐり

足
立
の
水
辺
や
東
京
港
を
水
上

バ
ス
か
ら
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か

。

新
し
い
足
立
を
発
見
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

日
時
3

月
2
7日
(
火
)
、
午
前
1
0
　

時
か
ら
午
後
2
時
3
0分
(
予
定
)

予
定
コ
ー
ス

浅
草
(
水
上
バ
ス

乗
船
場
)
集
合
上

隅
田
川
了

千
住
大
橋
人

隅
田
川
丁

岩
淵

水
門
(
荒
川
T

千
庄
新

橋
上

荒
川
了

東
京
港

↓
(
隅
田
川
)
↓
浅
草
　

※
途
中
の
上
陸
は
あ
り

ま
せ
ん
。

定
S
9
6

人

参
加
費

▽
観
光
協
会
会

鰄
・・・
千
円

▽
会
員
以

外
・
:千
5
0
0円

当
日
、

現
地
支
払
い
(
い
ず
れ

も
昼
食
付
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ

に
希
望
者
全
貝
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
・
非

会
員
の
別
を
明
記
(
I

グ
ル
ー

プ
5
人
ま
で
、
子
供
も
I
人
と

し
て
数
え
ま
す
。
徴
複
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
)

。
返
信
(
　

ガ
キ
の
表
に
も
、
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
2

月
2
8日
消
印
有
効

抽
選
3

月
6
日
(
火
)
、
午
前
1
0
　

時

中
央
本
町
庁
舎
2
0
2会
議
室

で
公
開
抽
選

。
結
果
は
返
信
用

(
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観
光

協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
担

当
(
〒
1
2
0中
央
本
町
1
-
1
7
-
　

―

中
央
本
町
庁
舎
・
商
工
振

興
課
内

　
8
8
0
5
1
9
1
)

船 からみた變 浜橋

水 と 緑 の 足 立 再 発見 東京港お台 場付近

女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
第2 回

1
月
か
ら
3
月
の
女
の
フ
リ
ー

ス
ベ
ー
ス
は

、
今
話
題
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル

ー
(
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

ゲ
ス
ト
に

「
職
場
の
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ー「
ラ
ス
メ
ン
ト
を
考
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表
で
、
弁
護

士
の
福
島
瑞
穂
さ
ん
を
迎
え
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時
2

月
1
5日
(
木
)
、午
後
6

時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

対
象

区
内
在
住
、
在
動
、
在
学

の
方

S
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
、
電
話
予

約
、(
ガ
キ
(
庄
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
)
の
い
ず
れ
も
可

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

婦
人

総
合
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
3梅
田

ア
ー
3
3
-
I
エ
ル
ーソ
フ
ィ

ア
内

　
8
8
0
5
2
2
2
)

情 報 コ ー ナ ー

声 の 広 報

無料貸出しします

区では、目の不自由な方のために
毎月1 回「声の広報」を製作してい
ます。あだち広報や区の話題などを
カ セットテープに録音したもので
す。
どうぞ、ご利用ください。
対象 区内在住の視力障害者
費用 無料
申込方法 ハガキに庄所、氏名、電
話番号、視力障害の等級、「声の広
報希望j と明記
申込期限2 月20日
申込・問合せ先 本庁舎・広報係
〒120千佳1 ―4 ―18

882―l l l l ( f t )

ワープロ講習会
職業サービスセンター

日l 寺2月28日～3月13日{土一日　
曜日を除く10日間}
じ>午前コース…午前I C冷俘～正午
じ>午後コース…午後1時～3時
対象 区内在住の初心者で全期間出
席できる方に限る( 就業を希望し
ている方)
定員 各コース10人{ 抽選}
費用 無料( 教材費1, 50( )円程度負
担)

申込方法 往復ハガキに「ワープロ
講習会希望」、住所、氏名( ふりが
な)、年齢、電話番号、希望コース
を明記( 1 人1 枚、本人に限る)
申込期限2 月13日〔当日消印有効〕
場所・申込・問合せ先 職業サービ
スセンタ ー 〒120綾瀬1 ―34- 　7
―102 綾瀬プルミエ内

838―3584

第42 回 区民 体育大 会の 参加 者募集

アイススケート
日時3月4日( 日) 、午前9時～正午
場所 サンスクエアアイススケート場
(北区王子1 一4- 1)

対象 区内在庄・在動・在学の方
定員200 人( 先着順)
内容 だれにでもできるやさしいゲー
ム等
参加費400 円
申込方法 区スケート連盟へ電話予約
申込期限2 月28日
問合せ先 区スケート連盟・長谷部
(　881- 9065) または本庁舎・体育
協会
(　882- 1111㈹) みなさんの参加をお待ちしています

ボランティア講演会

今、ボ ランティアとは

改めてボランティアを考えてみま
せんか。
日時3月7日( 水) 、午後1時30分
場所動労福祉会館( 綾瀬プルミエ　
内>
講師 樋口恵子氏( 東京家政大学教
授)
対象 区内在住・在勤・在学の方
定員200 人
申込方法 電話予約可( 先着順)
申込・問合せ先 足立区社会福祉協
砥会 　　888―1550

地球環境問題講演会

地球と汚染
最近、国際的な問題となっている
地球的規模の環境汚染について考え
る講演会を行います。
日時2月9日( 金) 、午後6時～7　
時30分
場所 東部区民福祉センター 無料
講師 古賀毅敏氏( NHK ・産業科
学チーフディレクター)
問合せ先 本庁舎・環境課

882―1111㈹

S 0 N G
そ んぐ ソング

みんなで歌いましょう

日時毎月第3　
土曜日、午後　
7時～9時

場所 千住あず
ま住区 センタ
ー( 無料)

内容 童謡、唱歌など
問合せ先 千住あずま住区センター

882- 1218

特 別 経 済 講 演 会

これからの日本経済
日時2月21日( 水) 、午後2時～3　
時30分

場所 竹 の塚センタ ー
講師 田原 総一朗氏( 評論家)
費用 無 料
主催 足 立区、東 京商工会議 所足立
支部、 足立区し んきん協議 会

問合せ先 中央本 町庁舎・商 工振 興
m 　880 ―5191

バスケットボール

指導者養成講習会
日時3月5・6・12・13日( 全4　
回) 、午後6時30分～8時30分
場所 中央本町体育館
対象18 歳以上の区内在住・在勤者で
指導者を目指す方および地域で活助
している方( 経験者)
定員50 人( 抽選)
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、職巣、電話番号、「バスケット
ボール講習会希望」と明記|

申込期限2 月23日必着
申込・問合せ先 本庁舎・体育振興係
〒120千住1 ―4- 18

882―1111㈹

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎(干住) 1階区民相談室
住 所 千住1- 4- 18 　882 ―1111 ㈹

困ったことや心配なことがあり ましたら、気軽にご 利用ください( 無料・秘密厳守)
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